
校種 特別支援 利用人数 １５人 平成２３年度教員免許状更新講習

国立赤城青少年交流の家

プログラム名(テーマ) 自然を楽しもう

目指す児童・生徒像 自然に親しみ、自分でできることを増やし、仲間と協力して生活する。

起床後 朝食 午前の活動 昼食 午後の活動 夕食 夜間の活動 その他

○学校からの移動 ○夕ご飯を作ろう（生単） ○室内レクリエーションをしよう
１ カレーを作る。（野外炊飯場）

○一日の振り返りをしよう

○着替え、荷物整理 ○身の回りの整理をしよう

日
＜事前指導＞新しい場所への不安がないように、 ＜めあて＞安全に気をつけ、みんなで協力してカレー ＜めあて＞レクリエーションを通し、心をリラッ

写真を見せたり、話をしたりして宿泊学習が楽 作りを楽しむ。 クスさせ、落ち着いた気持ちで今日の活動を振
しみであるような雰囲気を作る。 ＜事前指導＞衛生に気をつけ、包丁の使い方や火の使 り返る。

○バスの中ではリラックスできるようにレクリエ い方を取り入れた調理実習を数回する。 ○レクリエーションについては、簡単なものを計
ーション等を工夫する。リーダーとなる生徒に ＜事後指導＞ 画し、あまり長い時間ではなく心のリラックス
は、バスレクの司会等の役割を与え、支援しな うまくできたこと、うまくいかなかったことを話し を目的に行う。

目 がら実施することで充実感を味わわせる。 合い、次の調理実習への意欲を持たせる。 ○振り返りは、ポジティブシンキングでよくでき
○着替え、荷物整理については、普段学校で学ん ○班分けは、単一グループ、重複グループに分け、そ たことや頑張ったことをお互いに出し合い、友

でいることが、場所が変わってもできるよう支 れぞれの能力に合った支援をしていく。 達のよかったことは、明日の活動に生かすよう
援していく。 ○できるだけ自分でできることを体験させ、自立につ 助言していく。

なげられるようにする。
○けが、やけど、衛生については特に配慮し、必要に

応じて教師が支援していく。

○着替え ○自然の中を散歩しよう（総合） ○楽しく歌おう（音楽） キャンプファイヤー （営火場)
自然の中を歩きながら、自然を感じるとともに、 自然の中で大きな声で歌を歌う。
周りに落ちているゴミを拾うことで奉仕活動を 遊び歌や自然を意識した歌を歌う。

２ ○朝の集い する。

○自然の絵を描こう（美術）
自然の中で、自分で発見したものを丁寧に描く。（生
き物、植物、風景）
時間の最後には、お互いの作品の発表会をする。

○生活の場所が変わっても、 ＜めあて＞①大自然の中で普段感じることのでき ＜めあて＞自然の中で、歌や絵を描くことをとおし、 ＜めあて＞お互いの心のふれあいを高め、友情と
日 普段の学校生活と同じよう ないことをを五感を通し感じる。 自分を表現する。 豊かな情操を高め、生涯忘れることのできない

に着替えをして、荷物整理 ②ゴミ拾いをすることで、自然を大切にする心 ＜事前指導＞音楽では、自然にあった歌や赤城山にち 思い出を作る。
ができるよう支援してい を学ぶとともに、奉仕の精神を学ぶ。 なんだ歌の練習をしておく。美術では、感じたこと ＜事前指導＞それぞれの役割やプログラム内容を
く。 ○グループで行動するよう支援していく。 が生徒なりの表現方法でかけるようにしておく。 話し合わせ、安全面や実施面を十分検討して計

○集団での活動になかなかな ○奉仕活動をしてよかったと感じられるよう、活 ＜事後指導＞音楽は、全体の振り返りの中でそれぞれ 画を立てる。
じめない生徒は、無理をせ 動の最後に振り返りの時間を設け、よかったこ の感想発表をし、美術は、展示コーナーを設け、展 ＜事後指導＞心に残ったことを絵や文等、それぞ
ず、少しずつなじんでいけ とを賞賛するようにする。 示する。 れの生徒の表しやすい形でまとめ、発表する機

目 るようにする。 ○フィールドで歌うときは、伴奏等を用意する。 会を設ける。
○美術では、描きたいものは固定せず、自然という大 ○暗闇や火が苦手な生徒は、事前にチェックし、

きなテーマの中で生徒の感じたものを選ばせる。自 その生徒に会った支援をしていく。
分で決められない生徒は、いくつかの選択肢を用意 ○単一クラスの生徒は、生徒の能力に合った責任
し、その中から自分で選んで描くようにする。 のある役割を与え、達成感が味わえるよう事前

指導から個にあったサポートをしていく。



起床後 朝食 午前の活動 昼食 午後の活動 夕食 夜間の活動 その他

○着替え ○プロジェクトアドベンチャー ○帰校準備、帰校
３ フィールドで行う簡単なプログラムに取り組む。

名前ゲーム、クラフープを使ったゲーム、シー
○朝の集い トを使ったゲーム、手つなぎゲーム等

日 ○他の集団とともに、朝の集 ＜めあて＞お互いを認め合い、協力してプログラ ○「来たときよりも美しく」を目標に自分の使ったと
いが一緒にできるよう支援 ムに取り組み、達成感を味わえるようにする。 ころを片付けられるよう支援する。
する。 ○自分の荷物は、できるだけ自分で片付けられるよう

○リーダーとなる生徒は、事 ○グループ分けが必要なときは、単一グループと 見守りながら片付けるようにする。
目 前に発表原稿を一緒に作成 重複グループの生徒の力がバランスよくわかれ ○今回の活動が楽しかったと感じられるよう、バスの

し、十分に練習してから望 るようにする。 中での活動を工夫する。
むことで達成感を味わえる ○お互いを認め合うことができるよう、支援の必
ようにする。 要な生徒にはマンツーマンで教師がつくように

する。ひとりで活動できる生徒は、少し離れて
見守るようにする。危険がありそうな場面では、
事前に注意していくようにする。

下段には、めあてや指導者、班分け、費用、準備、事前・事後指導、留意点などを記入。


